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初
級
編

初
級
編

し
ょ

き
ゅ
う

へ
ん ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中な

か

の
金き

ん

魚ぎ
ょ

た
ち
が
、

ま
る
で
生い

き
て
る
み
た
い
に

上じ
ょ
う
げ下

す
る
よ
。

	 100円
えん

グッズ	 しょうゆ入
い

れ数
すう

個
こ

、画
が

びょう数
すう

個
こ

、コップ

	その他
た

のグッズ	 ペットボトル

	 道
どう

具
ぐ

 ・ 工
こう

具
ぐ

	 はさみ

p16-17

p16-17

p16-17

p16-17

p16-17

p16-17

水
みず

のたっぷり入
はい

ったペット
ボトルに、作

つく

ったしょうゆ
入
い

れを入
い

れる。しょうゆ入
い

れはペットボトルの口
くち

と同
おな

じ大
おお

きさのものが多
おお

いの
で、少

すこ

し強
ごう

引
いん

に押
お

し込
こ

も
う。入

はい

ったら、ペットボトル
のキャップを締

し

める。

水
みず

の入
はい

ったコップにしょう
ゆ入

い

れを沈
しず

め、指
ゆび

で押
お

し
て中

なか

に水
みず

を入
い

れる。水
みず

を
入
い

れすぎると沈
しず

んでしま
うので、水

みず

の量
りょう

を調
ちょうせい

整し、
しょうゆ入

い

れが水
みな

面
も

に浮
う

くようにしよう。

切
き

り取
と

った少
すこ

し前
まえ

の部
ぶ

分
ぶん

に、おもりになる画
が

びょう
を刺

さ

しておく。

金
きん

魚
ぎょ

の形
かたち

をしたしょうゆ
入
い

れのお腹
なか

の部
ぶ

分
ぶん

を、図
ず

のようにはさみで小
ちい

さく
切
き

り取
と

ろう。

図
ず

のように両
りょうて

手でペットボトルを持
も

ち、押
お

したり離
はな

したりしてみよう。強
つよ

く押
お

すと金
きん

魚
ぎょ

は沈
しず

んでいき、力
ちから

を抜
ぬ

くと浮
う

き上
あ

がるんだ。2～3匹
びき

入
い

れて
やってみても、にぎやかで面

おも

白
しろ

いよ。

　　お魚
さかな

が　浮
う

いたり沈
しず

んだり！

p13

p15

p17

p19

ペットボトルに絵
え

を描
か

いたり、フェルトやシー
ルを貼

は

りつけても楽
たの

しいね ！

p5

p21

p23

p29

p31

p33

p35

p39

p41

p37  

p17
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上
級
編

上
級
編

じ
ょ
う
き
ゅ
う

へ
ん

洗
せん

面
めん

器
き

の中
なか

に水
みず

を入
い

れ、洗
せん

濯
たく

のり、台
だいどころようせん

所用洗
剤
ざい

、砂
さ

糖
とう

を混
ま

ぜて、シャボン玉
だま

液
えき

を作
つく

ろう。
調
ちょうごう

合がうまくいかない場
ば

合
あい

は、シャボン玉
だま

セッ
トをいくつか買

か

って、シャボン玉
だま

液
えき

をそのまま
使
つか

ってもＯＫ。

針
はり

金
がね

で大
おお

きな円
えん

を作
つく

る。これがシャボン玉
だま

を
作
つく

るワクになるぞ。洗
せん

面
めん

器
き

に入
はい

る大
おお

きさで作
つく

ろうね。

き
れ
い
で
ド
迫は

く

力り
ょ
く！

で
っ
か
い
で
っ
か
い

シ
ャ
ボ
ン
玉だ

ま

を
作つ

く

ろ
う
。

	 100円
えん

グッズ	 洗
せん

濯
たく

のり、台
だいどころようせんざい

所用洗剤、砂
さ

糖
とう

、針
はり

金
がね

、包
ほう

帯
たい

、洗
せん

面
めん

器
き

	 道
どう

具
ぐ

 ・ 工
こう

具
ぐ

	 ニッパー（またはペンチ）

針
はり

金
がね

で作
つく

ったワクに、包
ほう

帯
たい

を巻
ま

きつけていく。

ワクをシャボン液
えき

にひたし、まくを作
つく

る。
ワクにまくが張

は

ったら、ゆっくりと振
ふ

って、大
おお

き
なシャボン玉

だま

を作
つく

ろう ！
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筆
ひっ

記
き

用
よう

具
ぐ

類
るい

コップ類
るい

乾
かん

電
でん

池
ち

ボウル

ヒモ類
るい

輪
わ

ゴム塩
しお

プラスチック板
ばん

発
はっ

泡
ぽう

スチロールの
おわん

クーラーボックスミニライト 食
しょく

具
ぐ

類
るい

ピン類
るい

針
はり

金
がね

類
るい

ねんど類
るい

この本
ほん

の工
こう

作
さく

では、筆
ひっ

記
き

用
よう

具
ぐ

も変
か

わったカタ

チで活
かつ

躍
やく

。シャーペン

の芯
しん

は「燃
も

えるシャー

ペンの芯
しん

電
でんきゅう

球」の電
でんきゅう

球

として、消
け

しゴムは「く

るくる風
かざぐるま

車」で風
かざぐるま

車の

ストッパーとして使
し

用
よう

。

いろんな種
しゅ

類
るい

のものが

売
う

られている。「冷
れい

凍
とう

庫
こ

いらずの絶
ぜっ

品
ぴん

アイス！」

は下
した

の真
ま

ん中
なか

、「コップ

＆虫
むし

メガネ望
ぼう

遠
えんきょう

鏡」で

は右
みぎ

上
うえ

のコップを使
つか

っ

ているよ。工
こう

作
さく

に合
あ

った

コップを選
えら

ぼうね。

単
たん

1から単
たん

6まで、種
しゅ

類
るい

はさまざま。「燃
も

える

シャーペンの芯
しん

電
でんきゅう

球」

で使
つか

う乾
かん

電
でん

池
ち

は単
たん

1か

単
たん

3を、「かべかけファン

シー時
ど

計
けい

」で使
つか

う乾
かん

電
でん

池
ち

は時
と

計
けい

に合
あ

ったもの

を選
えら

ぼうね。

ボウルは、おもに料
りょうり

理

を作
つく

るときに使
つか

う半
はんきゅう

球

状
じょう

の容
よう

器
き

。水
みず

や液
えき

体
たい

を

使
つか

うときに用
よう

意
い

してお

くと便
べん

利
り

。「かわいい塩
しお

の結
けっしょう

晶と置
おき

物
もの

」では、

塩
しお

と水
みず

を混
ま

ぜるために

使
つか

っているぞ。

この本
ほん

の工
こう

作
さく

では、た

くさんのヒモが登
とうじょう

場す

るよ。飾
かざ

りつけとして

使
つか

っているケースが多
おお

いけど、「らくらく自
じ

動
どう

水
みず

やり器
き

」の太
ふと

いヒモ

は、植
うえ

木
き

鉢
ばち

まで水
みず

を運
はこ

ぶ役
やく

として活
かつ

躍
やく

 ！

輪
わ

ゴムは、黄
おう

土
ど

色
いろ

のも

のが一
いっ

般
ぱん

的
てき

だけど、色
いろ

がついたカラフルな輪
わ

ゴムも売
う

っている。た

くさんの色
いろ

の輪
わ

ゴムを

使
つか

ったほうが、にぎやか

でかわいい作
さく

品
ひん

になる

こと間
ま

違
ちが

いなし ！

「かわいい塩
しお

の結
けっしょう

晶と

置
おき

物
もの

」や「冷
れい

凍
とう

庫
こ

いら

ずの絶
ぜっ

品
ぴん

アイス ！」な

どで使
つか

っている普
ふ

通
つう

の

塩
しお

。塩
しお

の結
けっしょう

晶を作
つく

る場
ば

合
あい

は、添
てん

加
か

物
ぶつ

や不
ふじゅんぶつ

純物

の少
すく

ない塩
しお

を選
えら

ぼう。

成
せい

分
ぶんひょう

表をチェックだ ！

「ちぢ～むプラ板
ばん

スト

ラップ」で使
つか

っているプ

ラスチック板
ばん

も、100円
えん

ショップで売
う

られてい

るぞ。大
おお

きさもいろいろ

だし、なかにはキーホル

ダーの金
かな

具
ぐ

が入
はい

ってい

るものもあるのだ。

「お部
へ

屋
や

でプラネタリウ

ム」で使
つか

っている発
はっ

泡
ぽう

スチロールのおわん。

カップ麺
めん

のおわんを食
しょく

後
ご

に洗
あら

って使
つか

ってもい

いけど、100円
えん

ショップ

にも数
すう

個
こ

ひとまとめで

売
う

られているのだ。

「かわいい塩
しお

の結
けっしょう

晶と

置
おき

物
もの

」や「冷
れい

凍
とう

庫
こ

いら

ずの絶
ぜっ

品
ぴん

アイス ！」で使
つか

っている、発
はっ

泡
ぽう

スチロー

ル製
せい

のクーラーボック

ス。100円
えん

ショップにも

あるけど、300円
えん

ぐらい

する場
ば

合
あい

が多
おお

いよ。

発
はっ

光
こう

ダイオードを使
つか

っ

た小
ちい

さなライト。「お部
へ

屋
や

でプラネタリウム」や

「納
のうりょう

涼 ！ セロファン走
そう

馬
ま

灯
とう

」などで使
し

用
よう

。いろ

んな色
いろ

のライトを使
つか

って

どれが合
あ

うか試
ため

してみ

ると面
おも

白
しろ

いよ。

割
わ

りばしもストローも、

100円
えん

ショップで袋
ふくろ

に

何
なん

本
ぼん

も入
はい

ったものが売
う

られている。ストローは

「くるくる風
かざぐるま

車」で使
し

用
よう

。色
いろ

も太
ふと

さもたくさ

んの種
しゅ

類
るい

があるので、

好
す

きなものを選
えら

ぼう。

きれいな色
いろ

つきの画
が

びょうは、「ペットボトル

金
きん

魚
ぎょ

鉢
ばち

」で金
きん

魚
ぎょ

のおも

りとして使
し

用
よう

。カーペッ

ト用
よう

ピンは、「くるくる

風
かざぐるま

車」で風
かざぐるま

車のはねを

とめる重
じゅうよう

要な役
やく

割
わり

を果
は

たしているのだ。

針
はり

金
がね

は、太
ふと

さも硬
かた

さも

素
そ

材
ざい

もいろんなものが

売
う

られている。実
じっ

験
けん

や

工
こう

作
さく

に合
あ

ったものを

選
えら

ぶようにしよう。「燃
も

えるシャーペンの芯
しん

電
でんきゅう

球」では、針
はり

金
がね

と銅
どう

線
せん

を使
つか

っているぞ。

この本
ほん

の工
こう

作
さく

では、油
あぶら

ねんど、紙
かみ

ねんど、小
こ

麦
むぎ

ねんどの3種
しゅ

類
るい

のねん

どが登
とうじょう

場するよ。油
あぶら

ね

んどは乾
かん

燥
そう

しにくく、紙
かみ

ねんどは固
かた

まるなど、ね

んどそれぞれの特
とくちょう

徴を

活
い

かして作
つく

ろう。

この本
ほん

で工
こう

作
さく

に使った100円
えん

グッズを紹
しょう

介
かい

するよ。みんなが工
こう

作
さく

をするときの参
さん

考
こう

にしてね。お店
みせ

によってはないも

のがあるかもしれないので、あるかどうかは店
てん

員
いん

さんに聞
き

いてみよう。

懐
かいちゅうでんとう

中電灯 暗
くら

い場
ば

所
しょ

を明
あか

るく照
て

ら

すことができる、携
けい

帯
たい

用
よう

の電
でん

灯
とう

。一
いっ

見
けん

高
たか

そう

だけど、100円
えん

ショップ

でも買
か

うことができる

のだ。ただ、乾
かん

電
でん

池
ち

は

別
べつ

売
う

りの場
ば

合
あい

が多
おお

いの

で、注
ちゅう

意
い

しようね。

使
し

用
よう

する100円
え ん

グッズ
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はさみ＆カッター

絵
え

の具
ぐ

テープ類
るい

のり

コンパス
ペン（水

すいせい

性・油
ゆ

性
せい

）

彫
ちょうこくとう

刻刀＆

千
せん
枚
まい
通
どお
し＆きり

マスキングテープ

接
せっちゃくざい

着剤＆木
もっ

工
こう

用
よう

ボンド

はさみやカッターは、紙
かみ

や布
ぬの

を切
き

るときに使
つか

う、工
こう

作
さく

の必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

だ。カッターを使
つか

うときは、下
した

にカッターマットを敷
し

い

て慎
しんちょう

重に扱
あつか

うこと。細
こま

かいものを切
き

ったり、削
けず

ったりする

には、デザインナイフ（写
しゃしん

真左
ひだりした

下）も便
べん

利
り

だよ。

水
みず

で溶
と

いて使
つか

う、水
すい

性
せい

アクリル絵
え

の具
ぐ

。木
き

や石
いし

など、紙
かみ

以
い

外
がい

にも簡
かん

単
たん

に塗
ぬ

ることができ、しかもすぐ乾
かわ

いて、重
かさ

ね塗
ぬ

りもできるので工
こう

作
さく

向
む

き！　なるべくたくさんの色
いろ

の絵
え

の

具
ぐ

を用
よう

意
い

しておきたい。

ガムテープ、ビニールテープ、セロハンテープ、両
りょうめん

面テー

プなど、ものを貼
は

りつけるために使
つか

うテープ類
るい

。全
ぜん

種
しゅ

類
るい

用
よう

意
い

しておいて、用
よう

途
と

により使
つか

い分
わ

けよう。カラフルな色
いろ

のビニールテープは、飾
かざ

りつけ用
よう

に便
べん

利
り

。

コンパスは、おもに円
えん

を描
か

くときに使
つか

う文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

。針
はり

のほ

うを紙
かみ

などに軽
かる

く突
つ

き刺
さ

して固
こ

定
てい

し、筆
ひっ

記
き

具
ぐ

のほうをグ

ルリと回
まわ

して円
えん

を描
か

く。専
せん

用
よう

の芯
しん

をセットするタイプと、

鉛
えん

筆
ぴつ

などの筆
ひっ

記
き

用
よう

具
ぐ

を直
ちょく

接
せつ

セットするタイプがある。

彫
ちょう

刻
こく

刀
とう

は本
ほん

来
らい

は木
もっ

工
こう

用
よう

の刃
は

物
もの

だけど、ほかにも色
いろ

んな

ものを削
けず

ったり、彫
ほ

ったりする作
さ

業
ぎょう

に使
つか

えるよ。硬
かた

いもの

に穴
あな

をあけるときはきりが最
さい

適
てき

だけど、あまり硬
かた

くないも

のは千
せん

枚
まい

通
どお

しを使
つか

ったほうが楽
らく

だよ。

ニッパーは針
はり

金
がね

など硬
かた

くて細
ほそ

いものを切
き

るための工
こう

具
ぐ

。

パンチは紙
かみ

のような薄
うす

いものに穴
あな

をあけるための道
どう

具
ぐ

で、１つだけ穴
あな

をあけるものを１穴
けつ

パンチと呼
よ

ぶよ。

素
そ

材
ざい

をしっかり貼
は

りつけたい場
ば

合
あい

は、テープやのりではな

く、接
せっちゃくざい

着剤を使
つか

うといいぞ。いろんなタイプがあるので、

接
せっちゃく

着する素
そ

材
ざい

に合
あ

ったものを選
えら

ぼう。木
もっ

工
こう

用
よう

ボンドは固
かた

まるまで時
じ

間
かん

がかかるけど、がっちり接
せっちゃく

着できるよ。

接
せっちゃくざい

着剤としてののりには、液
えきじょう

状のり、ステイックのり、テー

プのり、スプレーのりなどの種
しゅ

類
るい

がある。テープ状
じょう

にのり

を貼
は

ることができるテープのりは、乾
かわ

くのを待
ま

つ必
ひつ

要
よう

も

なく、仕
し

上
あ

がりもきれいなので重
ちょうほう

宝するよ。

たくさんの色
いろ

のペンがあると、工
こう

作
さく

品
ひん

に文
も

字
じ

や絵
え

をかい

たり、飾
かざ

りつけをしたりするときに重
ちょうほう

宝する。水
すい

性
せい

ペンと

油
ゆ

性
せい

ペン、両
りょうほう

方用
よう

意
い

しておくと、さまざまな状
じょうきょう

況に対
たい

応
おう

で

きるぞ。

かわいい模
も

様
よう

が描
か

かれ

た、カラフルなマスキン

グテープ。ものを貼
は

り

つけるための道
どう

具
ぐ

だけ

ど、それがそのまま飾
かざ

り

つけにもなったり、上
うえ

か

ら文
も じ

字を書
か

けたりする。

しかも種
しゅ

類
るい

も豊
ほう

富
ふ

で、

はがしやすいというス

グレモノだ。

スプレー塗
とりょう
料＆ニス

ニッパー＆

1穴
けつ

パンチ

工
こう

作
さく

品
ひん

に一
いっ

気
き

に色
いろ

を

塗
ぬ

るときは、ペンよりも

スプレーがオススメ。

新
しん

聞
ぶん

紙
し

などを敷
し

いて、

周
しゅうい

囲を汚
よご

さない環
かんきょう

境を

作
つく

って使
し

用
よう

すること。

作
さく

品
ひん

にツヤを出
だ

したい

場
ば

合
あい

はニスが便
べん

利
り

。商
しょう

品
ひん

により塗
ぬ

れる素
そ

材
ざい

も

違
ちが

うので、注
ちゅうい

意書
が

きを

読
よ

んでから購
こうにゅう

入しよう。
紙
かみ

やすり

紙
かみ

やすりは、紙
かみ

状
じょう

のシートに研
けん

磨
ま

材
ざい

を塗
と

布
ふ

した工
こう

具
ぐ

で、

いろんなものを磨
みが

くことができる。工
こう

具
ぐ

といっても、使
つか

い

やすい大
おお

きさに切
き

って使
し

用
よう

する消
しょう

耗
もう

品
ひん

。目
め

の細
こま

かいもの

と粗
あら

いものがあるので、チェックしてから購
こう

入
にゅう

しよう。

あると便
べん

利
り

な道
ど う

具
ぐ

・工
こ う

具
ぐ

工
こう

作
さく

をするときに、あると便
べん

利
り

な道
どう

具
ぐ

や工
こう

具
ぐ

を紹
しょうかい

介するよ。もちろん、家
いえ

にあるものを使
つか

うのが一
いち

番
ばん

いいけど、実
じつ

はほ

とんどが100円
えん

ショップでも買
か

えるものなんだ。家
いえ

にない場
ば

合
あい

は買
か

いに行
い

ってみよう。




